
セ
イ

一
閣
内
に
製
校
を
創
立
し
、
十
二
周
こ
十
日
之
を
稿
用
男
一
年
十
一
周
初
め
て
務
内
に
西
洋
大
勉
を
鎚
遣
し
、
十
一
し
、
・
サ
八
日
そ
の
練
兵
揚
を
営
形
馬
場
に
設
け
、
九
一
左
衛
門
忠
貞
・
小
限
惣
左
衛
門
惟
彰
に
御
省
略
御
用

一
館
と
命
名
し
た
。
該
館
の
主
任
は
醸
勉
一
で
、
教
師
一
二
局
銃
抱
錯
議
場
を
河
北
郡
鈴
見
山
に
設
け
、
同
年
一
周
廿
八
日
馬
廻
組
を
殴
め
て
銃
除
馬
廻
組
と
し
、
先
一
を
命
じ
、
従
来
の
御
像
約
奉
行
を
援
し
て
之
に
代
へ

一
は
鶴
首
都
府
の
士
横
田
髄
三
郎
外
一
名
で
あ
っ
た
。
然
一
金
海
上
梯
木
畠
の
弓
術
練
習
場
を
厳
し
て
西
洋
火
術
一
手
物
頭
を
絡
め
て
銃
際
物
顕
・
抱
隊
物
頭
を
置
き
、
一
た
に
初
る
。
後
御
馬
廻
顕
・
定
番
頭
・
御
歩
頭
以
下
物

る
に
こ
L
に
牧
容
せ
ら
れ
た
生
徒
が
、
士
宮
又
は
下
一
方
の
所
管
に
屈
せ
し
め
、
翌
安
政
元
年
E
用
建
築
の
一
叉
御
射
手
を
止
め
て
銃
隊
馬
廻
に
加
へ
、
三
十
日
定
一
頭
・
組
外
定
番
御
馬
廻
爾
御
番
頭
か
ら
鍛
務
し
た
。

士
に
任
じ
て
際
付
と
な
る
に
及
び
、
ま
た
之
を
養
成
一
工
を
起
し
、
八
用
務
成
す
る
に
及
ん
で
股
め
て
舵
猫
一
番
馬
廻
・
組
外
組
の
士
を
も
同
じ
く
銃
隊
馬
廻
に
錨
一
セ
イ
切
手
ワ
ジ
清
立
寺
金
滞
陣
川
の
左
熔
吹

す
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
か
ら
、
直
に
之
を
閉
鎖
し
一
一
館
と
践
し
、
そ
の
操
線
は
専
ら
閲
式
を
採
り
、
九
周
一
入
し
、
十
一
周
八
日
足
蝿
等
の
子
弟
千
偉
人
を
募
一
屋
坂
の
菅
口
商
側
に
在
っ
た
本
山
涯
の
修
蔵
振
で
あ

た
。
一
"
す
蕊
日
持
壌
は
鈴
見
村
錨
遺
揚
と
石
川
郡
土
消
水
稲
一
・
り
、
銃
手
・
鼓
手
に
補
す
る
等
の
殴
革
を
震
し
た
。
一
る
。
放
に
吹
屋
坂
を
清
武
寺
坂
と
も
い
ふ
。
費
暦
九

セ
イ
ヨ
ウ
イ
ン
清
容
院
大
聖
寺
帯
主
第
六
代
一
間
障
を
巡
視
し
、
三
年
正
月
汁
八
日
断
然
持
弓
足
興
一
こ
の
時
銃
擦
は
阪
に
英
同
製
を
用
ひ
た
が
、
操
線
は
一
年
の
金
樗
火
災
担
に
山
伏
清
北
寺
木
倉
町
と
あ
る
か

前
田
利
勝
の
子
某
の
法
規
。
滞
し
〈
は
清
容
院
梅
停
一
の
外
の
弓
手
を
臆
し
て
銃
率
た
ら
し
め
、
叉
高
延
元
一
旬
開
式
で
、
そ
の
英
式
に
鐙
じ
た
の
は
批
猶
館
の
組
一
ら
、
そ
の
後
こ
L
に
移
噂
し
た
も
の
で
あ
ら
え
F
O

清

静
香
郡
章
子
。
一
年
正
用
江
戸
平
尾
邸
で
大
飽
十
門
の
鍛
造
に
成
功
し
一
織
を
艶
更
し
た
明
治
元
年
九
月
以
降
に
あ
っ
た
。
一
・
宜
寺
は
明
治
二
年
復
飾
し
℃
村
上
氏
に
な
っ
た
。

セ

イ

ヨ

ウ

ケ

ン

膏

陽

軒

鳳

京

都

曹

洞

宗

飽

持

一

た

。

一

会

一

〉

金

棒

務

の

兵

制

l
明
治
三
年
正
用
兵
部
省
令
し
一
セ
イ
リ
ュ
ウ
ジ
普
立
寺
河
北
郡
柏
袋
に
在
つ

寺
の
山
内
に
在
る
如
意
庵
に
屈
し
、
天

E
十
二
年
大
一
公
一
〉
前
回
鹿
棋
時
代

l
前
回
殴
穆
の
封
を
襲
仁
や
、
一
て
、
諸
滞
の
親
入
一
高
石
に
射
し
、
常
備
兵
一
小
隊
一
て
、
鍵
宗
東
振
に
凪
す
る
。
も
と
道
援
で
あ
っ
た
が
、

室
の
建
主
で
あ
っ
た
が
、
今
は
無
い
。
一
鹿
路
二
年
六
周
奥
カ
及
び
歩
士
の
子
弟
を
以
て
大
抱
一
を
以
て
定
員
と
な
し
、
総
石
故
に
路
例
し
て
之
を
編
一
明
治
十
二
年
六
周
寺
畿
の
公
務
を
許
さ
れ
た
。

セ
イ
ヨ
ウ
サ
ン
ポ
ウ
ベ
ツ
ジ
ユ
ツ
務
嬰
算
法
別
一
一
豚
を
編
成
し
、
翌
用
鶴
来
の
火
縄
銃
を
使
用
す
る
異
一
成
せ
し
め
た
。
是
に
於
い
て
金
持
滞
は
、
従
来
の
銃
一
セ
イ
リ
ュ
ウ
ジ
膏
能
寺
鳳
軍
部
穴
水
川
島
に

術
三
冊
。
原
本
は
藤
田
定
資
の
著
、
安
島
直
聞
の
一
風
組
を
厳
し
、
叉
赴
猫
館
に
於
い
て
は
ゲ
ペ
ル
銃
を
一
率
を
厳
し
、
歩
兵
況
大
隊
・
砲
兵
三
大
隊
の
常
備
兵
一
在
っ
て
川
島
寺
十
六
坊
の
一
つ
で
あ
り
、
勅
定
山
と

校
訂
す
る
厨
で
あ
っ
た
が
、
天
保
二
年
翻
川
有
久
が
一
止
め
て
英
凶
製
z
y
ペ
ル
銃
に
代
ヘ
、
十
二
月
八
日
一
を
鐙
き
、
そ
の
内
若
干
を
地
方
に
分
避
す
る
こ
と
に
一
蹴
し
た
o
し
か
し
背
施
寺
の
中
更
に
来
迎
寺
を
主
と

そ
の
術
文
に
殴
制
を
試
み
て
精
要
算
法
則
街
と
稽

L
一
更
に
醤
来
の
軍
制
を
殴
草
し
て
時
宜
に
邸
ず
る
が
一
し
た
。
九
周
太
政
官
は
叉
務
制
を
殴
め
、
租
入
一
議
一
し
、
爾
痕
坊
・
寅
光
坊
・
山
城
坊
等
が
あ
っ
た
の
で
あ

た
0

・
一
錦
、
老
臣
及
び
組
頭
に
命
じ
各
怠
見
を
言
は
し
め
、
一
石
に
射
し
て
常
備
兵
六
十
人
を
也
く
べ
く
、
そ
の
兵
一
る
。
天
正
中
の
兵
鼠
に
是
等
は
皆
焼
亡
し
、
僅
か
に

セ
イ
ヨ
ウ
へ
イ
シ
キ
西
洋
兵
式
ハ
一
〉
前
回
持
一
三
年
正
周
三
日
に
は
方
今
の
軍
制
は
銃
隊
編
成
に
勝
一
式
は
自
今
側
関
西
式
に
銭
ら
し
め
る
こ
と
に
し
た
。
一
勅
定
山
来
迎
寺
が
大
町
に
再
建
せ
ら
れ
た
の
み
と
な

務
時
代
!
安
保
十
四
年
幕
府
は
諾
侯
に
令
し
て
海
岸
一
る
も
の
が
な
い
か
ら
、
領
内
の
全
力
を
接
げ
て
貨
功
-
困
っ
て
間
十
月
廿
九
日
滞
は
大
坂
兵
製
践
に
模
倣
一
っ
た
。
永
機
九
年
長
鍛
辿
の
お
泌
し
た
勤
定
山
背
龍

の
防
備
を
般
に
し
、
商
洋
の
兵
式
を
練
習
す
べ
き
こ
一
を
奏
せ
し
む
べ
き
こ
と
を
老
隠
に
識
し
、
サ
四
日
諸
一

L
、
城
巾
一
一

J

丸
に
感
塾
・
兵
管
を
設
置
し
、
士
事
の
一
寺
の
発
鏡
は
、
裁
に
羽
咋
の
本
念
寺
に
存
す
る
。

と
を
奨
励
し
た
。
加
賀
滞
の
商
洋
兵
式
探
用
は
、
・
こ
一
士
の
射
的
掲
の
甑
離
を
五
十
聞
に
延
長
し
、
二
周
廿
一
年
齢
十
八
歳
乃
京
三
十
五
歳
の
者
を
募
集
し
、
各
そ
一
セ
イ
リ
ヨ
ウ
イ
ン
清
涼
院
大
型
寺
務
宇
.
第
六

の
後
弘
化
三
年
入
居
十
三
日
小
川
定
信
・
小
川
忠
富
一
四
日
務
侯
便
殿
の
前
に
射
的
揚
を
設
け
て
、
近
侍
の
一
の
樹
幹
に
邸
じ
て
或
は
士
宮
に
養
成
し
、
或
は
兵
卒
一
代
前
悶
利
輸
相
の
女
秀
鮪
の
法
焼
。
詳
し
く
は
清
涼
院

二
人
に
命
じ
て
西
洋
火
街
を
感
ぱ
し
め
た
に
起
り
、
一
臣
に
練
習
せ
し
め
、
三
周
十
七
日
域
内
笛
直
の
大
小
一
の
訓
練
を
施
す
こ
と
に
し
た
o

J
セ
イ
ユ
ウ
カ

y

一
秋
用
妙
心
大
妨
。

嘉

永

元

年

八

周

八

日

前

岡

野

泰

が

石

川

郡

有

木

演

に

一

勝

組

以

下

歩

士

に

至

る

ま

で

、

公

務

の

除

暇

大

民

間

一

野

場

館

・

一

セ

イ

リ

ヨ

ウ

イ

ン

湾

事

院

永

原

孝

治

の

女

で

赴
い
て
大
飽
射
撃
を
検
閲
し
た
の
は
そ
の
結
果
と
見
一
の
前
庭
に
於
い
て
大
抱
・
小
銃
の
操
法
及
び
創
槍
の
一
セ
イ
ヨ
ウ

9
ユ
ウ
カ
タ
ユ
ツ
ガ
タ
西
洋
流
火
術
一
前
回
利
常
に
養
は
れ
た
某
嫡
の
法
規
。

え
る
。
三
年
九
用
朔
日
野
泰

四
五
九


